
九
州
地
方
の
「
見
ロ
ー
」
　
「
起
き
ロ
ー
」
な
ど
の
言
い
方
に
つ
い
て

－
　
『
口
語
法
調
査
報
告
書
』
か
ら
の
検
討
－

は
じ
め
に

い
ま
刊
行
中
の
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
　
（
国
立
国
語
研
究
所
・
以
下

『
文
法
地
図
』
と
呼
ぶ
）
第
三
巻
の
図
「
意
志
形
」
数
葉
に
は
、
共
通
語
で

「
見
ヨ
ウ
」
　
「
起
き
ヨ
ウ
」
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ
を
「
見
ロ
ー
」
　
「
起
き
ロ

ー
」
　
（
以
下
「
～
ロ
ー
」
と
総
称
す
る
）
と
い
う
地
域
が
あ
る
。
九
州
地
方

は
と
く
に
こ
れ
が
目
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
様
子
を
「
寝
る
」
　
「
起
き
る
」
の
二
図
で
示
し
た
（
論
文
末
尾
）
。

図
1
「
寝
よ
う
」
の
場
合
、
長
崎
・
佐
賀
県
近
辺
に
ニ
ュ
ー
類
が
あ
る
が
、

他
の
地
域
は
ほ
と
ん
ど
ネ
ロ
　
（
－
）
類
、
図
2
「
起
き
よ
う
」
で
は
九
州
北

部
か
ら
東
部
へ
オ
キ
ュ
ー
類
が
見
え
る
が
、
九
州
北
・
中
央
か
ら
南
部
に
か

け
て
に
オ
キ
ロ
ー
類
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
言
い
方
は
一
段
油
層
系
の
動

詞
に
よ
く
起
き
、
活
用
が
ラ
行
五
段
化
す
る
そ
の
一
環
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
最
近
、
『
文
法
地
図
』
の
関
係
項
目
の
検
討
か
ら
、
こ
の
五
段
化
が

九
州
を
初
め
と
す
る
日
本
の
周
辺
部
に
多
い
こ
と
、
二
段
活
用
の
残
る
地
域

ラ
ツ
キ
の
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。
『
文
法
地
図
』
所
載
の
語
例
で

彦
　
坂
　
佳
　
宣

は
、
五
段
化
は
「
蹴
る
」
が
最
も
進
み
、
「
起
き
る
」
　
「
見
る
」
　
「
寝
る
」

が
次
ぎ
、
「
開
け
る
」
が
や
や
遅
れ
、
変
格
活
用
の
「
す
る
」
　
「
来
る
」
が

最
も
遅
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
変
格
活
用
は
語
幹
の
安
定
性
に

欠
け
、
「
開
け
る
」
は
二
段
活
用
の
残
存
率
が
高
い
た
め
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
九
州
で
は
命
令
形
を
「
～
ロ
」
で
言
う
所
が
あ
り
、
こ
の
地
域

と
問
題
の
言
い
方
の
所
と
が
同
形
で
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
地
域
を
分
け

合
っ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

右
の
研
究
は
一
九
八
〇
年
代
の
諷
盃
に
よ
る
『
文
法
地
図
』
に
よ
っ
て
い

る
が
、
こ
の
間
題
を
考
え
る
う
え
で
明
治
期
に
出
さ
れ
た
『
口
語
法
調
査
報

告
書
』
　
（
明
治
三
九
年
）
の
九
州
に
つ
い
て
の
記
載
が
有
用
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
を
資
料
に
し
て
右
の
諸
点
を
考
え
て
み
た
い
。

そ
の
際
、
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
進
め
る
課
題
と
し
て
、
『
文
法
地
図
』
に

の
る
動
詞
に
限
ら
ず
、
動
詞
一
般
の
中
で
こ
れ
が
ど
う
捉
え
ら
れ
る
か
、
ま

た
当
時
の
九
州
で
の
ラ
行
五
段
化
の
進
行
の
具
合
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
こ
れ

と
意
志
形
「
～
ロ
ー
」
と
の
関
係
は
ど
う
か
、
な
ど
の
問
題
が
設
定
で
き
よ

う
o

一
、
『
口
語
法
調
査
報
告
書
』
の
様
相

『
口
語
法
調
査
報
告
書
』
　
（
以
下
『
口
語
法
』
と
略
す
）
は
国
語
調
査
委

員
会
が
各
都
道
府
県
に
調
査
を
依
頼
し
、
そ
の
回
答
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
今
日
の
目
か
ら
は
、
質
問
が
大
ま
か
で
各
地
の
実
状
に
必
ず
し
も
即
し

て
い
な
い
こ
と
、
回
答
の
地
域
や
内
容
に
精
粗
あ
り
均
質
性
に
問
題
が
残
る

こ
と
、
報
告
内
容
に
必
ず
し
も
全
面
的
な
信
頼
が
置
け
な
い
こ
と
、
な
ど
が

言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
、
考
察
に
は
注
意
を
要
す
る
が
、
ま
ず
報
告
書
の
該
当
事
項
の
整

理
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。

『
口
語
法
』
各
条
の
報
告
の
整
理
と
そ
の
特
徴

以
下
、
し
ば
ら
く
各
種
動
詞
の
類
ご
と
に
、
関
連
す
る
各
条
の
様
子
を
な

が
め
て
み
る
（
表
の
類
は
論
文
末
尾
に
ま
と
め
て
お
い
た
）
。

（
1
）
　
（
上
一
段
・
下
一
段
動
詞
）
類
　
調
査
動
詞
＝
射
る
・
着
る
・
似

る
・
乾
る
・
見
る
・
居
る
・
鋳
る
・
煮
る
・
放
る
／
蹴
る

ま
ず
、
第
5
条
「
上
一
段
」
の
「
未
来
形
」
部
分
を
整
理
し
て
表
1
に
示

し
た
。
上
に
県
別
の
地
域
を
と
り
、
下
に
未
来
形
が
示
し
て
あ
る
。

未
来
形
の
項
で
「
ウ
」
と
あ
る
の
は
、
動
詞
「
見
る
」
を
例
に
と
れ
ば
、

「
見
う
」
な
ど
の
形
（
発
音
は
ミ
・
ウ
の
他
、
ミ
ュ
ー
の
可
能
性
も
あ
る
。

後
者
だ
と
後
の
「
ユ
ー
」
と
同
じ
に
な
る
）
、
「
ヨ
ウ
」
と
あ
る
の
は
、

「
見
よ
う
」
な
ど
（
こ
れ
も
発
音
は
ミ
・
ヨ
ウ
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
今
日

の
様
子
か
ら
は
ミ
ヨ
ー
で
あ
ろ
う
）
、
「
ユ
ー
」
は
「
ミ
ュ
ー
」
の
形
、
そ

し
て
「
～
ロ
ー
」
と
あ
る
の
か
問
題
の
「
見
ロ
ー
」
　
（
場
合
に
よ
っ
て
は
短

く
ミ
ロ
）
　
で
あ
る
。

歴
史
的
に
は
、
「
見
＋
う
」
の
「
ミ
・
ウ
」
か
ら
「
ミ
ュ
ー
」
と
な
り
、

「
ミ
ヨ
ー
」
を
経
て
「
ミ
・
ヨ
ー
」
と
な
っ
た
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
九
州
に
は
か
な
り
古
い
様
相
を
残
す
の
で
あ
る
。

問
題
の
「
見
ロ
ー
」
な
ど
は
、
一
段
活
用
の
終
止
形
が
全
て
ラ
行
ウ
段
の

ル
で
終
わ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
行
の
五
段
的
活
用
と
な
っ
て
、
そ
の
未
然
形
を

「
見
ロ
ー
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
「
～
ロ
ー
」
と
五
段
化
は
持
ち
つ
持
た

れ
つ
の
関
係
）
。

さ
て
、
表
1
に
は
、
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
意
志
形
「
～
ロ
ー
」
に
あ
た

る
形
が
、
大
分
県
・
熊
本
県
・
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
に
あ
っ
て
、
か
な
り
出

て
く
る
。
報
告
の
条
は
「
上
一
段
」
項
で
も
、
こ
の
彩
は
す
で
に
ラ
行
五
段

化
的
な
活
用
形
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
、
未
来
形
の
項
の
「
ウ
L
　
「
ユ

ー
」
よ
り
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
今
日
の
「
ヨ
ー
」
に
匹
敵
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

表
1
で
共
通
語
と
同
じ
「
ヨ
ー
」
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
も
の
は
、
主
と

し
て
、
福
岡
・
小
倉
と
い
う
都
市
部
に
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
「
延
岡
藩
士
」

「
唐
津
藩
」
な
ど
東
国
か
ら
転
封
し
て
き
た
藩
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
注
意
さ

れ
る
。
新
し
い
伝
播
を
早
く
受
け
入
れ
る
都
市
部
、
あ
る
い
は
「
ヨ
ー
」
の

よ
く
行
わ
れ
る
東
国
か
ら
の
移
住
者
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「
～
ロ
ー
」
は
、
都
市
部
だ
け
で
な
く
周
辺
部
に
も
広
く
存
在
し
て
土
着
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
地
域
方
言
の
趨
勢
の
中
か
ら
生
じ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

九
州
地
方
の
「
見
ロ
ー
」
　
「
起
き
ロ
ー
」
な
ど
の
言
い
方
に
つ
い
て

四
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いる。次
に
、
第
1
2
条
「
上
・
下
一
段
活
用
の
四
段
化
」
お
よ
び
そ
の
「
未
来
形
」

を
表
2
に
示
す
。

表
1
は
「
一
段
動
詞
」
の
範
囲
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
活
用
の

ゆ
れ
を
起
こ
し
て
四
段
化
（
本
稿
で
言
う
「
五
段
化
」
と
ほ
ぼ
同
じ
）
す
る

点
を
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
活
用
は
「
四
段
か
従
来
ど
お
り
一
段
か
」
の

回
答
と
な
っ
て
い
る
。

表
2
を
見
る
と
、
「
～
ロ
ー
」
形
は
表
1
と
違
う
地
域
に
も
あ
る
。
こ
こ

に
は
下
一
段
動
詞
「
蹴
る
」
の
「
～
ロ
ー
」
形
も
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
五

段
化
は
、
各
地
で
わ
ざ
わ
ざ
断
り
書
き
が
見
え
、
上
一
段
動
詞
よ
り
も
や
や

多
い
。
こ
う
し
て
、
表
1
・
2
を
合
わ
せ
る
と
、
地
点
の
出
入
り
は
あ
る
が
、

か
な
り
の
地
域
に
「
～
ロ
ー
」
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
今
日
の
様
子
を
示
し
た
図
1
・
2
に
は
長
崎
県
・
佐
賀
県
・
大
分

県
な
ど
に
「
～
ロ
ー
」
は
見
え
な
い
が
、
『
口
語
法
』
で
は
こ
こ
に
「
～
ロ

ー
」
形
が
回
答
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
あ
と
で
ふ

れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
一
段
活
用
類
の
場
合
、
「
～
ロ
ー
」
形
は
す
で
に

か
な
り
生
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
表
2
か
ら
は
、
本
稿
で
い
う
五
段

化
と
や
は
り
相
関
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
（
上
二
段
活
用
）
類
　
調
査
動
詞
＝
起
き
る
・
落
ち
る
・
強
い
る

・
試
み
る
・
報
い
る
・
降
り
る

第
3
条
に
は
「
上
二
段
」
項
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
活
用
と
未
来
形
を
ま

と
め
て
表
3
と
し
た
。
歴
史
的
に
は
二
段
活
用
は
一
段
活
用
へ
と
統
合
さ
れ

四
　
四

る
が
、
九
州
で
は
表
3
の
よ
う
に
な
ぉ
二
段
を
保
つ
場
合
が
多
く
、
一
段
化

し
た
も
の
と
の
混
用
が
次
ぎ
、
一
段
活
用
化
し
た
地
域
は
多
く
な
い
。

さ
て
、
問
題
の
「
～
ロ
ー
」
は
、
二
段
活
用
が
一
段
化
し
た
と
答
え
る
地

域
（
佐
賀
県
三
養
基
郡
・
宮
崎
県
北
・
西
諸
懸
郡
・
児
湯
郡
の
米
良
地
方
）

に
集
中
し
、
一
段
も
混
じ
え
る
地
域
（
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
）
に
も
あ
る
が
、

二
段
を
保
持
す
る
地
域
に
は
皆
無
で
あ
る
。
や
は
り
指
摘
の
よ
う
に
、
二
段

活
用
を
保
つ
地
域
で
は
五
段
化
的
な
「
～
ロ
ー
」
形
が
生
じ
に
く
い
。
表
1

・
2
の
様
相
を
参
考
に
す
る
と
、
「
～
ロ
ー
」
形
は
、
一
段
化
を
前
提
に
し
、

こ
こ
か
ら
五
段
化
へ
の
方
向
が
生
ま
れ
て
、
初
め
て
生
ず
る
も
の
と
言
え
よ

う。

こ
の
辺
り
の
経
緯
を
示
唆
す
る
報
告
が
、
宮
崎
県
米
良
地
方
に
あ
る
「
～

ロ
ー
」
と
思
わ
れ
る
。
報
告
で
は
、
米
良
地
方
の
含
ま
れ
る
児
湯
郡
は
二
段

活
用
で
あ
る
が
、
米
良
地
方
で
は
一
段
活
用
の
行
わ
れ
る
こ
と
を
特
記
し
て

い
て
、
こ
こ
に
は
ま
さ
に
「
～
ロ
ー
」
も
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
3
）
　
（
下
二
段
動
詞
）
類
　
調
査
動
詞
＝
得
る
・
受
け
る
・
任
せ
る
・

棄
て
る
・
兼
ね
る
・
教
え
る
・
誉
め
る
・
消
え
る
・
枯
れ
る
・
植
え
る

第
4
条
「
下
二
段
」
動
詞
項
か
ら
ま
と
め
た
の
か
表
4
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
二
段
活
用
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
一
段
は
二
地
域
だ
け
、
そ
れ
も

福
岡
・
小
倉
市
と
い
う
都
市
部
、
そ
し
て
一
段
化
が
早
か
っ
た
と
さ
れ
る
東

国
か
ら
の
転
封
藩
士
を
か
か
え
る
唐
津
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
一
段
と
二
段
の
混

用
地
域
も
わ
ず
か
で
あ
る
。
下
二
段
活
用
の
場
合
、
二
段
活
用
の
保
有
度
が

極
め
て
高
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

問
題
の
「
～
ロ
ー
」
も
、
西
臼
杵
郡
の
一
地
域
が
報
告
さ
れ
る
に
過
ぎ
な

い
。
こ
の
地
域
は
、
前
の
各
表
で
見
る
と
一
段
動
詞
類
に
は
「
～
ロ
ー
」
形

が
確
立
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
下
二
段
動
詞
類
は
、
報
告
例
か
ら

推
す
と
二
段
活
用
が
ま
だ
優
勢
な
地
域
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
趨
勢
と
対
応
す

る
よ
う
に
、
「
～
ロ
ー
」
は
調
査
対
象
動
詞
の
う
ち
「
得
る
」
の
み
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
断
っ
て
あ
る
。
「
～
ロ
ー
」
彩
の
萌
芽
的
な
例
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
表
1
～
4
の
様
相
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
動
詞
の
活
用
類
と

一
段
化
、
「
～
ロ
ー
」
形
と
関
わ
る
五
段
化
の
い
ろ
い
ろ
な
段
階
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。

明
治
後
期
の
九
州
地
方
で
は
、
元
来
の
一
段
活
用
動
詞
類
は
か
な
り
の
五

段
化
傾
向
を
も
ち
、
す
で
に
各
地
に
相
当
の
「
～
ロ
ー
」
形
を
生
じ
さ
せ
て

い
た
。
元
来
の
二
段
活
用
動
詞
類
は
、
上
二
段
活
用
が
や
や
一
段
化
を
起
こ

し
っ
つ
あ
り
、
「
～
ロ
ー
」
形
も
各
地
で
生
じ
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
。
元
来
の

下
二
段
活
用
動
詞
類
は
、
ま
だ
一
段
化
は
ご
く
少
な
く
、
「
～
ロ
ー
」
形
は

ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
。
こ
れ
が
当
時
の
九
州
に
お
け
る
共
時
相
で
あ
り
、

か
つ
「
～
ロ
ー
」
形
は
、
や
は
り
一
段
化
を
ひ
と
つ
の
重
要
な
段
階
と
し
て
、

動
詞
類
ご
と
に
こ
れ
と
対
応
し
た
発
生
率
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
引
い
た
よ
う
に
、
『
文
法
地
図
』
の
所
載
語
例
で
は
、
「
蹴
る
」

が
最
も
五
段
化
し
、
「
起
き
る
」
　
「
見
る
」
　
「
寝
る
」
が
次
ぎ
、
「
開
け
る
」

が
や
や
遅
れ
、
変
格
活
用
「
す
る
」
　
「
来
る
」
が
最
も
遅
れ
て
い
た
。

す
で
に
こ
こ
に
活
用
類
ご
と
の
「
～
ロ
ー
」
彩
の
発
生
順
は
示
唆
さ
れ
て

い
る
が
、
『
口
語
法
』
の
記
載
内
容
の
整
理
か
ら
は
、
動
詞
活
用
類
別
の
様

相
が
さ
ら
に
は
っ
き
り
す
る
。
元
来
の
一
段
活
用
類
が
最
も
早
く
、
次
に
上

二
段
活
用
類
、
最
後
に
下
二
段
動
詞
類
が
続
く
、
ま
た
一
段
活
用
で
は
下
一

段
「
蹴
る
」
が
早
い
、
と
い
う
一
般
的
な
順
序
だ
て
の
あ
る
こ
と
が
よ
く
分

か
る
。
一
段
活
用
動
詞
類
の
中
で
「
蹴
る
」
の
五
段
化
的
意
志
形
が
多
い
の

は
、
下
一
段
動
詞
が
一
語
で
あ
る
こ
と
、
意
志
形
を
作
る
「
蹴
る
＋
う
」
は

九
州
で
は
「
キ
ョ
t
L
形
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
語
幹
が
安
定
せ
ず
、

ま
た
「
蹴
る
」
と
か
な
り
離
れ
た
形
式
に
な
る
こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う
。
例

え
ば
「
見
る
」
　
「
着
る
」
な
ど
の
場
合
は
「
ミ
ュ
ー
」
　
「
キ
ュ
ー
」
と
な
る

が
、
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
下
一
段
動
詞
の
意
志
影
「
キ
ョ
t
L
は
「
蹴
る
」

と
の
連
想
度
が
格
段
に
低
い
の
で
あ
る
。

二
段
活
用
動
詞
の
類
で
は
、
国
語
（
中
央
語
）
史
で
も
、
中
世
か
ら
近
世

に
か
け
て
の
二
段
活
用
の
一
段
化
の
過
程
で
、
所
属
語
の
少
な
い
上
二
段
活

用
類
が
は
や
く
一
段
化
し
、
語
数
の
多
い
下
二
段
活
用
語
の
一
段
化
は
一
歩

遅
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
九
州
で
も
恐
ら
く
同
様
な
事
情
が
あ
り
、

上
二
段
活
用
の
一
段
化
が
下
二
段
に
先
行
し
た
。
こ
の
違
い
が
、
「
～
ロ
ー
」

の
発
生
率
に
利
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
後
期
の
九
州
の
様
相
は
、
こ
う
し
て
国
語
史
の
近
代
語
化
に
際
し
て

お
こ
っ
た
過
程
に
よ
く
対
応
す
る
模
様
が
見
ら
れ
、
活
用
変
化
の
一
般
的
な

推
移
が
、
時
代
を
ち
か
え
て
九
州
に
進
行
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
た
だ
し
、

九
州
で
は
意
志
形
「
ヨ
ー
」
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
あ
と
で
考

え
て
み
る
。

（
4
）
　
（
変
格
活
用
）
類

こ
の
活
用
類
は
、
以
上
の
検
討
か
ら
推
し
て
も
、
ま
た
語
幹
が
一
定
し
な

い
活
用
の
特
徴
か
ら
し
て
も
、
「
～
ロ
ー
」
形
の
発
生
を
う
な
が
す
動
き
は

九
州
地
方
の
「
見
ロ
ー
」
　
「
起
き
ロ
ー
」
な
ど
の
言
い
方
に
つ
い
て
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容
易
に
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

表
5
が
カ
変
（
第
6
条
）
・
サ
変
（
第
7
条
）
の
未
来
形
で
あ
る
。

カ
変
で
見
る
と
、
は
た
し
て
、
未
来
形
の
末
尾
が
「
ウ
・
ヨ
ー
・
ユ
ー
」

な
ど
の
形
式
を
も
つ
こ
と
は
他
の
動
詞
未
来
形
と
同
じ
な
が
ら
、
語
幹
的
部

分
は
「
ク
・
コ
・
キ
」
と
一
定
し
て
い
な
い
。
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
が

生
ま
れ
て
い
る
。

サ
変
は
や
や
一
定
の
形
式
（
多
く
が
「
シ
ュ
ー
」
と
「
シ
ョ
ー
」
な
い
し

「
シ
ョ
ー
」
）
を
と
る
が
、
報
告
例
か
ら
み
て
サ
変
活
用
全
体
と
し
て
一
段

化
す
る
こ
と
は
ほ
ど
遠
く
、
こ
れ
と
対
応
す
る
が
の
よ
う
に
「
～
ロ
ー
」
形

は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。

今
日
の
様
子
を
『
文
法
地
図
』
Ⅲ
「
来
よ
う
L
m
「
し
よ
う
」
で
見
て
も
、

サ
変
は
「
シ
ュ
ー
」
が
圧
倒
的
な
中
に
福
岡
周
辺
に
新
し
い
「
シ
ョ
ー
」
が

あ
る
状
況
、
カ
変
も
「
ク
ー
」
に
「
コ
ー
」
が
混
じ
る
状
態
な
の
で
あ
る
。

こ
の
変
格
活
用
類
を
、
五
段
化
な
い
し
「
～
ロ
ー
」
形
発
生
の
最
後
の
候

補
（
結
局
生
じ
な
い
可
能
性
も
高
い
）
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

前
に
『
口
語
法
』
の
利
用
に
は
注
意
の
必
要
な
こ
と
を
言
っ
た
が
、
今
ま

で
の
考
察
か
ら
一
定
の
傾
向
が
読
み
と
れ
た
。
結
果
的
に
一
定
の
秩
序
が
見

ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
考
察
の
利
用
範
囲
で
は
信
頼
で
き
る
内
容
の
も
の

と
思
わ
れ
る
。

命
令
形
「
～
ロ
」
と
の
関
係

さ
て
、
意
志
「
～
ロ
ー
」
形
を
め
く
っ
て
は
、
九
州
地
方
の
一
部
に
行
わ

れ
る
命
令
形
「
～
ロ
」
と
抵
触
す
る
こ
と
か
ら
、
『
文
法
地
図
』
か
ら
見
る
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と
、
両
者
が
領
域
を
分
け
合
う
相
補
的
分
布
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

こ
の
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『
口
語
法
』
を
利
用
し
て
検
討
す
る
場
合
、
今
ま
で
の
状
態
か
ら
す
る
と
、

一
段
活
用
類
が
意
志
形
「
～
ロ
ー
」
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

い
ま
第
5
条
と
1
2
条
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
i
い
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

右
の
二
条
で
命
令
形
「
～
ロ
」
が
あ
る
地
域
を
点
検
し
て
、
そ
こ
の
「
未

来
形
」
が
「
～
ロ
ー
」
な
ら
非
相
補
的
、
「
～
ロ
ー
」
以
外
の
「
ヨ
ー
・
ウ

・
ユ
ー
」
な
ど
な
ら
相
補
的
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
命
令
形
の
地
域

は
今
日
と
分
布
領
域
が
違
う
こ
と
も
一
応
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
様

子
は
大
体
つ
き
の
よ
う
で
あ
る
。

○
相
補
的
な
地
点
・
地
域

（
1
）
　
「
福
岡
県
筑
後
（
久
留
米
付
近
）
」
5
条
　
命
令
「
射
ろ
・
着

ろ
」
、
未
来
「
着
う
」
　
「
似
う
」
　
「
見
う
」

（
2
）
宮
崎
県
延
岡
旧
藩
士
　
5
条
　
命
令
「
～
ロ
」
未
来
「
～
ヨ
ー
」

○
非
相
補
的
な
地
点

（
1
）
　
「
長
崎
県
下
一
般
」
1
2
条
で
は
県
下
一
般
に
命
令
「
～
ロ
」
、

「
未
来
」
に
も
「
ロ
ー
」
。

（
2
）
佐
賀
県
小
城
郡
　
5
条
　
命
令
「
射
ろ
」
他
、
1
2
条
　
未
来

「
～
ロ
ー
」
あ
り
。

（
3
）
佐
賀
県
唐
津
町
　
5
条
　
命
令
「
～
ロ
」
、
1
2
条
　
未
来
「
～

ロー」。（
4
）
宮
崎
県
瓜
生
野
村
　
5
条
　
命
令
「
着
ろ
」
他
、
未
来
「
着
ろ
」

など。

（
5
）
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
　
5
条
　
命
令
「
射
ろ
」
他
（
た
だ
し
、
～

ロ
・
ヨ
・
レ
を
報
告
）
、
未
来
「
射
ろ
ー
」
な
ど

○
不
明（

．
1
）
熊
本
県
琢
磨
・
八
代
・
阿
蘇
郡
　
5
・
1
2
条
　
命
令
「
射
ろ
」

他
、
未
来
に
県
下
一
般
に
「
～
ロ
ー
」
類
あ
り

こ
の
う
ち
（
相
補
的
）
の
（
2
）
は
異
質
と
し
、
（
非
相
補
的
）
　
の
（
3
）

も
旧
藩
士
の
そ
れ
か
も
知
れ
ず
、
保
留
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
（
不
明
）
と
し

た
（
1
）
は
、
「
県
下
一
般
」
と
す
る
様
相
を
信
ず
れ
ば
、
こ
れ
も
（
非
相

補
的
）
と
な
る
。

右
の
出
方
を
み
る
と
、
確
か
に
相
補
的
な
地
域
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い

地
点
・
地
域
も
無
視
で
き
な
い
。
長
崎
県
や
佐
賀
県
な
ど
は
、
一
般
に
命
令

「
～
ロ
」
が
濃
厚
な
地
域
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
意
志
「
～
ロ
ー
」
形
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
命
令
形
が
「
～
ロ
」
で
も
か
ま
わ
ず
五
段

化
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
『
口
語
法
』
の
報
告
が
ど
の
精
度
ま
で
信
頼

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
と
も
関
係
す
る
。
し
か
し
今
回
は
、
前
の
よ
う
に
、

活
用
類
と
五
段
化
の
率
が
相
関
し
そ
れ
が
結
果
と
し
て
報
告
の
信
頼
度
に
つ

な
が
る
よ
う
な
事
柄
を
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
。

た
だ
、
（
非
相
補
的
）
な
地
点
に
は
郡
単
位
な
ど
狭
い
地
域
に
つ
い
て
の

報
告
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
報
告
の
精
度
は
か
な
り
高
い
と
考

え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
前
提
で
言
え
ば
、
今
日
の
『
文
法
地

図
』
の
相
補
的
な
分
布
も
、
明
治
期
前
後
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
制
約
で
な
い
場

合
も
あ
り
、
そ
の
あ
と
二
段
活
用
類
に
一
段
化
を
経
て
五
段
化
が
進
行
し
て

か
ら
、
同
音
衝
突
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
今
日
の
相
補
的
な
様
相
を
強
め

た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
詰
め
に
は
、
も
う
少
し
材
料
が
必
要
で

ある。

二
、
意
志
「
～
ロ
ー
」
形
に
対
し
共
通
語
の
意
志
「
ヨ
I
L

形
の
生
ま
れ
な
い
理
由

と
こ
ろ
で
、
九
州
に
は
な
ぜ
五
段
化
的
意
志
形
「
～
ロ
ー
」
形
が
生
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
、
共
通
語
的
な
「
ヨ
ー
」
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

うか。前
節
の
検
討
か
ら
は
一
段
動
詞
類
に
や
や
「
～
ロ
ー
」
形
が
盛
ん
に
な
り

つ
つ
あ
っ
た
か
、
『
文
法
地
図
』
を
見
る
と
、
そ
の
後
、
二
段
活
用
類
に
も

こ
れ
が
優
勢
に
な
り
、
一
方
「
ヨ
　
（
ヨ
）
I
L
形
は
福
岡
・
小
倉
な
ど
の
都

市
部
を
中
心
に
ひ
ろ
か
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
一
段
動
詞
類
な
ら

「
見
ユ
ー
」
　
「
起
キ
ュ
ー
」
　
（
「
蹴
る
」
は
キ
ョ
ー
？
、
報
告
で
は
す
で
に

「
ケ
ロ
ー
」
多
し
）
な
ど
が
、
ミ
ヨ
ー
・
オ
キ
ョ
ー
な
ど
か
ら
ミ
ヨ
ウ
・
オ

キ
ヨ
ウ
と
な
ら
ず
に
、
「
～
ロ
ー
」
化
し
て
い
っ
た
。
や
が
て
二
段
活
用
類

も
こ
の
方
向
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
九
州
特
有
の
オ
段
長
音
の
開
合
の
変
化
過
程
に
も
と
め
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。

中
世
未
京
都
語
で
は
、
ア
ウ
遵
母
音
が
開
音
の
オ
ー
と
な
り
、
オ
ウ
・
エ

ウ
な
ど
の
連
鎖
は
合
音
オ
ー
と
な
っ
た
。
や
が
て
両
者
は
合
音
オ
ー
に
統
一

さ
れ
て
今
日
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
一
時
、
開
音
が
合
音
に
近

九
州
地
方
の
「
見
ロ
ー
」
　
「
起
き
ロ
ー
」
な
ど
の
言
い
方
に
つ
い
て
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つ
く
の
に
対
し
て
、
合
音
が
オ
ー
か
ら
ウ
ー
へ
と
逃
げ
て
、
開
合
状
態
を
保

と
う
と
し
た
事
象
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

九
州
で
は
、
こ
れ
が
大
規
模
に
お
こ
り
、
開
音
オ
ー
対
合
音
ウ
ー
の
状
態

が
生
ま
れ
た
。
そ
の
時
期
は
確
定
で
き
な
い
（
国
語
史
か
ら
見
る
と
、
早
く

て
も
中
世
末
以
降
で
あ
る
こ
と
は
確
か
）
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

開
音
相
当
　
　
「
書
コ
ー
」
な
ど

合
音
相
当
　
　
「
ニ
ュ
ー
（
寝
）
」
↑
（
旧
合
音
「
こ
ヨ
ー
」
）

な
ど
の
対
立
が
生
ま
れ
た
。

ま
た
、
上
一
段
類
は
「
見
＋
ウ
」
　
「
起
き
＋
ウ
」
な
ど
が
拗
長
音
化
し
て

ミ
ュ
ー
・
オ
キ
ュ
ー
が
生
じ
た
（
一
旦
「
ミ
ヨ
ー
」
　
「
オ
キ
ョ
ー
」
が
生
じ

て
か
ら
転
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
可
能
性
は
少
な
い
と
思
う
）
。

さ
て
、
九
州
で
は
今
日
も
か
な
り
こ
の
開
合
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
制
約
の
も
と
で
は
、
「
見
ユ
ー
」
　
「
オ
（
起
）
キ
ュ

ー
」
な
ど
が
「
ミ
ヨ
ー
」
　
「
オ
キ
ョ
ー
」
な
ど
に
転
化
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
後
者
の
「
ミ
ヨ
ー
」
　
「
オ
キ
ョ
ー
」
形
で
は
、
開
音
相
当
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
九
州
地
方
で
は
独
特
の
推
量
形
が
維
持

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
に
活
用
形
式
が
、
ま
ず
一
段
活
用
類
か
ら
五
段
化
を
起
こ
し
は
じ

め
た
。
旧
来
の
「
ミ
ュ
ー
」
　
「
オ
キ
ュ
ー
」
な
ど
は
、
こ
う
し
て
「
ヨ
ー
」

へ
と
向
か
わ
ず
に
「
～
ロ
ー
」
　
へ
と
向
か
っ
た
。
五
段
動
詞
意
志
形
「
～
ロ

ー
」
は
開
音
相
当
と
な
り
問
題
は
な
い
。
勘
く
れ
は
、
「
ヨ
t
L
形
へ
の
妨

げ
が
、
間
接
的
に
「
～
ロ
ー
」
形
化
へ
の
方
向
を
促
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る。
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同
様
に
し
て
、
明
治
末
以
降
、
上
二
段
活
用
も
多
く
の
地
域
で
一
段
化
し
、

や
は
り
同
様
の
変
化
が
生
じ
た
。
こ
の
変
化
ま
で
が
『
口
語
法
』
に
見
ら
れ

る
様
相
で
あ
る
。

次
の
変
化
は
、
下
二
段
活
用
が
一
段
化
し
、
や
が
て
意
志
形
に
他
の
動
詞

類
と
同
じ
く
五
段
化
的
「
～
ロ
ー
」
形
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

た
だ
、
今
日
の
共
通
語
化
の
趨
勢
か
ら
す
れ
ば
、
今
ま
で
の
一
段
化
か
ら
五

段
化
と
い
う
地
域
の
方
言
性
の
延
長
を
一
挙
に
脱
し
て
、
共
通
語
と
し
て
の

「
ヨ
ー
」
を
新
し
い
世
代
が
選
択
し
は
じ
め
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
今
日
の
九
州
地
方
を
主
と
す
る
一
段
・
変
格
活
用
動
詞
の
五
段
化

の
様
相
に
対
し
て
、
明
治
期
の
『
口
語
法
』
の
整
理
か
ら
も
同
様
の
事
柄
が

確
認
さ
れ
、
動
詞
活
用
類
ご
と
に
五
段
化
や
意
志
「
～
ロ
ー
」
形
の
発
生
に

一
定
の
順
序
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
こ
の
検
討
を
通
じ
て
、
当
時
の
九
州
地
方
の
動
詞
活
用
の
変
化
の

程
度
、
開
合
現
象
と
関
わ
る
意
志
形
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
も
ふ
れ
た
。

た
だ
、
『
口
語
法
』
の
限
界
で
も
あ
る
が
、
九
州
各
地
の
「
～
ロ
ー
」
形

や
二
段
活
用
の
一
段
化
に
つ
い
て
の
地
域
差
、
ま
た
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
。
次
の
機
会
と
し
た
い
。

注
（
一
）
二
つ
の
図
は
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
を
筆
者
が
簡
略
に
し
た
書
き
直
し

図
で
あ
る
。

（
二
）
小
林
　
陸
「
動
詞
活
用
に
お
け
る
ラ
行
五
段
化
傾
向
の
地
理
的
分
布
」

（
『
日
本
方
言
研
究
会
・
第
0
0
回
研
究
発
表
会
・
発
表
原
稿
集
』
所
収
・
一

九
九
五
年
五
月
）
。

九
州
の
五
段
活
用
化
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
は
や
く
吉
町
良
雄
「
九
州
譜

用
言
活
用
分
布
相
要
領
」
　
（
『
九
州
の
コ
ト
バ
』
昭
和
五
一
年
二
一
月
　
双

文
社
　
所
収
）
に
考
察
が
あ
る
。
こ
こ
に
「
薩
摩
・
大
隅
は
ラ
行
四
段
に
圧

倒
さ
れ
、
前
身
た
る
上
一
段
が
わ
ず
か
に
名
残
を
と
ど
め
る
」
　
「
筑
後
・
肥

前
、
肥
後
は
上
一
段
が
主
要
位
置
を
し
め
、
将
来
恐
る
べ
き
ラ
行
四
段
が
是

に
次
ぐ
」
と
い
っ
た
報
告
が
あ
る
。

（
三
）
大
塚
光
信
「
助
動
詞
ヨ
ウ
に
つ
い
て
」
　
（
「
国
語
国
文
」
三
一
の
四
　
昭

和
三
七
年
四
月
）
。

福
島
邦
道
「
『
見
ゆ
う
』
と
『
見
よ
う
』
の
交
替
」
　
（
『
キ
リ
シ
タ
ン
資

料
と
国
語
研
究
』
昭
和
四
八
年
一
二
月
　
笠
間
書
院
　
所
収
）
。

（
四
）
　
「
未
来
形
」
が
こ
こ
で
言
う
意
志
の
意
味
だ
け
と
は
か
き
ら
な
い
が
、

『
口
語
法
調
査
報
告
書
』
の
こ
の
頃
で
は
次
第
に
多
く
な
る
推
量
専
用
形
式

の
報
告
は
ま
ず
無
い
の
で
、
意
志
形
の
扱
い
と
し
て
考
え
る
の
で
あ
る
。

（
五
）
唐
津
藩
の
小
笠
原
氏
は
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
、
延
岡
藩
の
内
藤
氏

は
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
奥
州
か
ら
転
封
し
て
き
て
い
た
。

い
わ
ゆ
る
家
中
弁
が
継
承
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
六
）
一
段
化
の
地
域
別
の
考
察
は
、
本
稿
の
目
的
で
も
な
く
、
『
口
語
法
調
査

報
告
書
』
の
報
告
の
密
度
か
ら
も
今
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。

（
七
）
坂
梨
隆
三
「
近
松
世
話
物
に
お
け
る
一
段
活
用
と
二
段
活
用
」
　
（
「
国
語

九
州
地
方
の
「
見
ロ
ー
」
　
「
起
き
ロ
ー
」
な
ど
の
言
い
方
に
つ
い
て

と
国
文
学
」
昭
和
四
五
年
一
〇
月
）
。

奥
村
三
雄
「
所
謂
二
段
活
用
の
一
段
化
に
つ
い
て
」
　
（
『
近
代
諸
研
究
』

第
二
集
　
所
収
）
。

（
八
）
吉
町
良
雄
「
九
州
人
の
言
葉
」
　
（
『
九
州
の
コ
ト
バ
』
所
収
）
。

迫
野
虔
徳
「
オ
・
ウ
段
拗
長
音
表
記
の
動
揺
」
　
（
「
国
語
国
文
」
一
九
七

五
年
三
月
）

（
九
）
前
田
　
勇
「
九
州
方
言
に
お
け
る
オ
列
長
音
の
開
合
に
就
い
て
」
　
（
「
国

語
学
」
第
五
輯
一
九
五
一
年
二
月
）
。

九
州
方
言
学
会
編
『
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
　
（
昭
和
四
四
年
五
月
）

（
ひ
こ
き
か
・
よ
し
の
ぶ
　
本
学
教
授
）

四
　
九
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－　ネヨ（－）類

l　ヌ一・ニュー類

¢　ネロ（－）類

●　ネッド類

図2　九州地方の「起きよう」『方言文法全国地図』106図より
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九
州
地
方
の
「
見
ロ
ー
」
　
「
起
き
ロ
ー
」
な
ど
の
言
い
方
に
つ
い
て

＊
ウ
は
割
っ
て
言
う
他
、
拗
音
の
場
合
も
い
く
ら
か
あ
ろ
う

＊
宮
崎
県
は
各
地
を
一
括
し
た
と
こ
ろ
あ
り

＊
「
四
段
的
」
は
多
く
連
用
形
が
一
段
活
用

＊
「
混
用
」
は
曲
技
あ
る
も
「
四
段
的
」
よ
り
一
段
に
傾
く
と
判
断
し
た
も
の

表
1
　
上
一
段
・
未
来
形

『
口
語
法
調
査
報
告
書
』
第
5
条
よ
り

表
2
　
上
一
・
下
一
段
の
活
用
・
未
来
形
　
　
『
口
語
法
調
査
報
告
書
』
第
1
2
条
よ
り
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表
3
　
上
二
段
の
一
段
化
・
未
来
形
　
　
『
口
語
法
調
査
報
告
書
』
第
3
条
よ
り

表
4
　
下
二
段
の
一
段
化
・
未
来
形
　
『
口
語
法
調
査
報
告
書
』
第
4
条
よ
り

＊
1
　
木
荘
村
・
未
来
ヨ
ウ
・
青
島
村
・
未
来
ヨ
ウ

＊
2
　
藩
士
・
一
段
・
ヨ
ウ

＊
3
　
ロ
ー
は
「
得
る
」
だ
け

＊
4
　
「
起
き
る
」
一
段
、
「
落
ち
る
」
二
段

＊
ヨ
ウ
は
拗
音
か
独
立
し
た
ヨ
ウ
か
不
明
も
あ
り

＊
1
　
ロ
ー
は
三
養
基
都
田
代
地
方
の
み

＊
2
　
延
岡
藩
士
・
一
段
ヨ
ウ

＊
ヨ
ウ
は
拗
音
か
独
立
し
た
ヨ
ウ
か
不
明
も
あ
り

表
5
　
力
変
・
サ
変
の
未
来
　
『
口
語
法
調
査
報
告
書
』
第
6
・
7
条
よ
り

＊
命
令
の
言
い
方
は
無
視
し
て
あ
る

＊
全
体
に
、
力
変
・
サ
変
と
も
活
用
変
化
の
記
述
特
に
な
し

九
州
地
方
の
「
見
ロ
ー
」
　
「
起
き
ロ
ー
」
な
ど
の
言
い
方
に
つ
い
て

五
　
三


